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特別講演「ICT によって強化された 2025 年の高等教育を展望する」
 飯吉 透（京都大学教育担当理事補・高等教育研究開発推進センター長・教授）
特別講演（ビデオ出演）「MOOC とブレンディッド・ティーチングの促進：大学と教員としての経験から」
 Xiaoming Li (Head of MOOC initiatives, Peking University, Director,Institute of Network Computing and Information Systems)
休憩
基調講演「香港大学におけるテクノロジー活用学習」 
 Ricky Yu-Kwong Kwok (Associate Vice-President (Teaching and Learning), University of Hong Kong)
基調講演「ソウル大学におけるブレンディッド・ラーニング」
 Cheolil Lim (Professor, Department of Education, Seoul National University, President, Korean Society for Educational Technology)
基調講演「MOOCs を越えて：挑戦と好機」 
 Ting Chuen Pong (Senior Advisor to the EVPP (Teaching Innovation & E-learning), Director, Center for Engineering Education,
  Hong Kong University of Science and Technology)
休憩
パネルディスカッション 
 モデレーター：松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）　指定討論者：喜多 一
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2. MSUとの交流










会議名称 2018 Open edX Conference （https://con.openedx.org/）
期間・場所 5月29日～6月1日、モントリオール大学（カナダ）








（1）2018 Open edX Conference
会議名称 2018 edX Global Forum （http://globalforum.edx.org）
期間・場所 11月14～16日、Boston Park Plaza Hotel（米国マサチューセッツ州ボストン）
参 加 者 飯吉透・酒井博之・Isanka Wijerathne
（2） 2018 edX Global Forum
　11月14日から3日間にわたり、米国マサチューセッツ州ボストン
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のFDシリーズ“Pizza, Pinot, and Pedagogy”などを引き合いに出しながら、具体的かつ軽妙に話を展開していかれました。
英語のみの研究会であったこともあり、参加者は21名と多くありませんでしたが、東京からもMOOCやFDを担当しておられる方々
が参加され、本センターの院生たちも積極的に参加して、大変活気に満ちた質疑応答・意見交換が行われました。
● 公開研究会：http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/news/news-900/
（松下 佳代）
